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新年のごあいさつ

ＪＡ自己改革のさらなる実践に向けて

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
新
し
い
年
を
ご
健
勝
で
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
、
第
四
十
七
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、

富
山
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
来
年
度
か
ら
の
中
期
３
カ
年
の
重
点

課
題
や
基
本
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。「
自
己
改
革
の
実
践
に
よ
る

元
気
な
富
山
県
農
業
の
実
現
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
①
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」「
地
域
の
活
性
化
」へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦
、
②
自
己
改
革
を
支
え

る
組
織
・
事
業
・
経
営
の
再
構
築
、
③
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
と「
食
」

「
農
」「
協
同
組
合
」に
か
か
る
理
解
の
醸
成
、
の
３
項
目
を
基
本
目
標

と
す
る
大
会
議
案
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
さ
ら
な
る
挑
戦

を
実
践
し
、
自
己
改
革
を
支
え
る
組
織
・
事
業
・
経
営
の
再
構
築
を

行
う
た
め
、
富
山
市
内
４
Ｊ
Ａ
合
併
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
同
一
行
政

区
に
あ
る
富
山
市
内
４
Ｊ
Ａ（
あ
お
ば
、
富
山
市
、
な
の
は
な
、
山
田
村
）

が
広
域
合
併
に
関
し
て
様
々
な
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。
一
方
、
平
成

三
十
年
三
月
に
署
名
さ
れ
た
新
た
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
国
会
で
承
認
・
発

効
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
将
来
的
な
国
際
化
の
進
展
の
な
か
で
国
内
農

業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
労
働
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る

な
か
、
生
産
現
場
で
は
労
働
力
不
足
の
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

や
正
組
合
員
の
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
世
代
交
代
等
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ

の
組
織
基
盤
で
あ
る
組
合
員
構
成
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、「
食
と

農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と
し
て
今
後
と
も
変

わ
ら
ず
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
・
多
雨
で
全
国
各
地
で
水
害
・
土
砂
災
害
の
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
管
内
で
は
、
七
月
の
高
温
乾
燥
、
八
月
下

旬
の
豪
雨
、
九
月
の
寡
日
照
か
つ
二
度
の
台
風
通
過
な
ど
に
よ
る
平
年

の
二
倍
以
上
の
降
雨
が
あ
り
、
稲
作
期
間
の
気
象
は
水
稲
の
生
育
に

と
っ
て
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
管
内
の
な
の
は
な
米
の
品
質
に
つ
き
ま
し
て
は
、一
等
比
率
（
う

る
ち
米
）９５.１
％
（
十
二
月
二
十
一
日
現
在
）と
な
り
、
目
標
の
一
等
比
率

95
％
以
上
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
品
質
向
上
対
策
へ

の
理
解
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
生
産
者
皆
様
の
努
力
に
よ
る
賜
物
で
あ
り
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
営
農
対
策
や
指
導
の
強

化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
品
質
の
向
上
と
増
収
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

信
用
事
業
で
は
、国
内
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
継
続
に
よ
り
、

引
き
続
き
金
融
環
境
の
一
段
の
厳
し
さ
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
・

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、
総
合
事
業
性
を

活
か
し
た
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
信
用
事
業
の
拡
充
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
三
月
に
は
和
合
給
油
所
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

国
道
８
号
豊
田
新
屋
立
体
事
業
計
画
に
伴
い
、
豊
田
給
油
所
に
つ
き
ま

し
て
は
三
月
末
ま
で
に
廃
止
解
体
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
集
中
配
送
体

制
の
構
築
、
各
種
施
設
の
整
備
な
ど
の
早
期
実
現
に
取
り
組
み
、
地

域
に
密
着
し
、
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
「
な
の
は
な
農
協
」に
対
し
ま
し
て
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

室
　
井
　
敏
　
雄

代
表
理
事
組
合
長
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県
内
で
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
栽
培
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
年
々
栽
培
面
積
が
増
加
し
て
い

る
「
に
ん
じ
ん
」
は
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
昨
年

度
か
ら
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
今
年
度

は
約
50
ア
ー
ル
、
２
経
営
体
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
発
芽
率
は
約

50
％
と
悪
か
っ
た
も
の
の
、
生
育
は
良
く
大
き

く
育
ち
ま
し
た
。

　

今
回
、
食
農
・
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
農

業
や
自
然
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
や
地
産
地
消

の
推
進
、
ま
た
生
産
者
と
の
交
流
を
目
的
と
し

て
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
掘
取
り
体
験
を
企
画
し
ま
し

た
。
十
一
月
二
十
九
日
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
あ
る

「
恵
光
学
園
」
の
園
児
や
保
護
者
の
方
々
約
40

名
が
「
に
ん
じ
ん
」
の
堀
取
り
体
験
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
呉
羽
支
店
管
内
の（
株
）Ｇ

Ｆ
Ｍ
（
前
田
仁
一
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
理

事
））
の
25
ア
ー
ル
の
圃
場
で
掘
取
り
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
前
田
理
事
の
「
み
ず
み
ず
し
く

て
、
お
い
し
い
に
ん
じ
ん
を
た
く
さ
ん
掘
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
言
う
声
と
と
も
に
、
園
児
た
ち

は
一
斉
に
収
穫
を
始
め
、「
大
き
い
ね
」「
す
ご
ー

い
」
な
ど
と
楽
し
く
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

収
穫
後
園
児
か
ら
は
お
礼
の
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
活
動
に
多
く
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

富
山
市
内
の
４
Ｊ
Ａ
（
あ
お
ば
、

富
山
市
、
な
の
は
な
、
山
田
村
）

は
平
成
30
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

第
47
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会
で
協
議

決
定
し
た「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
の
さ
ら
な
る

挑
戦
を
実
践
し
、
自
己
改
革
を
支

え
る
組
織
・
事
業
・
経
営
の
再
構

築
を
行
う
た
め
、
同
一
行
政
区
に

あ
る
富
山
市
内
４
Ｊ
Ａ
が
広
域
合

併
に
関
し
て
様
々
な
検
討
を
行
う

予
定
で
す
。

　

富
山
市
内
４
Ｊ
Ａ
は
、
広
域
合

併
の
勉
強
会
を
昨
年
複
数
回
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
１
月
に
富

山
市
内
４
Ｊ
Ａ
合
併
研
究
会
を
発

足
さ
せ
、
よ
り
詳
細
な
調
査
・
研

究
に
あ
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

代
表
理
事
組
合
長

室
　
井
　
敏
　
雄

副
組
合
長
理
事

松
　
井
　
正
　
次

〃

五
十
嵐
　
　
　
務

代
表
理
事
専
務

舘
　
盛
　
信
　
治

常

務

理

事

西
　
尾
　
　
　
徹

理
　
　
　
　  

事

青
　
山
　
　
　
茂

〃

島
　
﨑
　
利
　
治

〃

青
　
木
　
博
　
二

〃

川
　
腰
　
清
　
志

〃

前
　
田
　
仁
　
一

〃

谷
　
井
　
悦
　
子

〃

金
　
木
　
洋
　
子

代

表

監

事

田
　
辺
　
啓
　
二

常

勤

監

事

押
　
田
　
泰
　
徳

監
　
　
　
　
　
事

西
　
川
　
幸
　
雄

職
　
員
　
一
　
同

富
山
市
内
４
Ｊ
Ａ

合
併
研
究
会
発
足

富
山
市
内
４
Ｊ
Ａ

合
併
研
究
会
発
足

に
ん
じ
ん
堀
取
り
体
験

に
ん
じ
ん
堀
取
り
体
験

「ありがとうございました」 「にんじんとれたー」
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新たな理事構成要件への対応について
　改正農協法が平成28年４月１日より施行され、新たな理事構成要件が規定されました。今後
は、理事定数の過半数を認定農業者・実践的能力者から選任する必要があります。
　当ＪＡでは平成31年の改選期から新たな理事構成要件を満たす必要があることから、「役員
選任規程細則」の一部変更を行いました。

１．改正農協法の概要
【主な改正点】
　改正農協法では理事の定数の過半数について、
①　認定農業者（法人にあってはその役員）
②　実践的能力者（農畜産物の販売その他の当該
農業協同組合が行う事業又は法人の経営に関
し実践的能力を有する者）

であることが求められています。
【認定農業者とは】
　農業経営基盤強化促進法第13条第1項に規程する認
定農業者。
【実践的能力者とは】
　当ＪＡでは「実践的能力者」の判断基準を下記のと
おりとします。

２．次期役員体制・選任方法の考え方について
　当ＪＡでは、現行の選任方法においても認定農業者
及び実践的能力者が理事の過半数を占めていること
から、これまでどおり、地区代表役員については、推
薦会議・推薦委員が、役員の資質・能力を備えた適任
者を役員候補者として推薦することとします。

【役員の資格要件】
　役員の選出にあたり、法・定款・規約の趣旨に基づ
く有資格者を選出することとします。
＊役員は、この組合の業務を的確、公正かつ効率的に
遂行できる知識及び経験を有するとともに、十分な

社会的信用を有するものでなければならない。
　（定款第27条）
＊次に掲げる者は、役員になることができない。
１．未成年
２．法人
３．成年後見人若しくは被補佐人又は外国の法令上
これらと同様に取り扱われている者

４．破産手続き開始の決定を受け復権していない者
（定款第28条）

＊組合の役員は、農協法第30条の３の規定により、善
良なる管理者の注意をもって職務を遂行しなけれ
ばならない義務（善管注意義務）を、また法第35条
の２の規定により、組合のために忠実に職務を遂行
する義務（忠実義務）を負っており、役員が組合の
利益の犠牲の下に自己の利益を図ることは許され
ない。（競業避止義務）

３．役員選任規程細則　別表１
　役員の定数は今までどおりとする。

４．今後の主なスケジュール
Ｈ31年１月　役員推薦委員の選出
　　　４月　役員推薦会議開催（役員候補者決定）
　　　５月　第25回通常総代会（役員選任）

※ただし、理事については、「認定農業者」と「実践的能力者」
がＪＡ全体で過半数に満たなかった場合には、再選出をお願
いする場合があります。

※地域枠から認定農業者・女性がそれぞれ２人以上選出されな
かった場合は、全域枠から選出する。

　地域枠から認定農業者・女性がそれぞれ２人以上選出された
場合は、全域枠からは選出しない。

　地域枠から認定農業者・女性がそれぞれ１人選出された場合
は、全域枠からそれぞれ１人選出する。

（注）理事候補者
認定農業者・女性は全体でそれぞれ２人以上選出する。
全域枠は認定農業者・実践的能力者・女性とする。

区　域
東　部
北　部
中　部
水　橋
西　部
和　合
呉　羽
南　部
全　域
計

理事定数
１
１
１
１
１
１
１
１
２～５
10～ 13

監事定数

１

１

１（員外監事）
３

《実践的能力者の判断基準》
　次の各号に掲げる者であって、当ＪＡの行う事業又
は経営にその能力を活かすことができると考えられる
者を実践的能力者と判断する。
①　ＪＡまたは連合会の役員・管理職としての経験を
有し、経営管理を的確、公正かつ効率的に遂行する
知識及び経験（実務精通者）を有する者。
②　自ＪＡが行っている事業と同種の事業を行ってい
る他法人等の役員・管理職としての経験を有する者。
③　農業に関する技術指導や農業経営に携わった経験
（普及指導員等）を有する者。
④　法人を経営した経験や、一定の地位でマネジメン
ト（総務や管理・企画等）に携わった経験を有する者。
⑤　専門的な資格、能力、経験によって当ＪＡの行う
事業又は経営の実践的能力（士業等）を有する者。
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十
一
月
二
十
八
日
、
水
橋
支
店
を
対
象
と
し
て
、

安
全
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、

富
山
県
富
山
北
警
察
署
の
協
力
の
も
と
防
犯
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
金
融
窓
口
に
短
刀
と
拳
銃
を
持
っ
た
犯
人

が
押
し
入
り
、
現
金
を
要
求
す
る
設
定
で
行
い
ま
し

た
。
緊
迫
し
た
状
況
の
中
、
職
員
は
防
犯
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
通
報
、
監
視
、
追
跡
と
そ
れ
ぞ
れ
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
殊
詐
欺
の
講
習
も
行
い
、
振
り
込
め
詐
欺

の
窓
口
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。署
員
の
方
か
ら
は
、

「
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
日

頃
か
ら
声
掛
け
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
六
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
に
て
、
富
山
米
新
品
種
「
富
富

富
」
平
成
30
年
産
検
討
会
及
び
平
成
31
年
産
生
産
者
募
集
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
「
富
富
富
」
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
の
辻

井
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、
富
山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
平
成
30

年
産
「
富
富
富
」
の
生
育
、
収
量
及
び
品
質
の
概
要
と
次
年
度

の
生
産
者
募
集
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
出
席
さ
れ
た
組
合
員
か
ら
「
富
富
富
」
の

栽
培
に
向
け
た
積
極
的
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
当
Ｊ
Ａ
か
ら
、
平
成
31
年
産
「
富
富
富
」
の
生
産
者

登
録
に
あ
た
っ
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
し
た
。
平
成

31
年
産
生
産
者
は
１

月
下
旬
に
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

第
65
回
富
山
県
女
性
大

会
が
十
二
月
一
日
、
農
協

会
館
八
階
ホ
ー
ル
で
県
下

の
女
性
部
員
が
出
席
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
十
年
勤
続
女

性
部
支
部
長
の
水
野
洋
子

さ
ん
（
中
部
支
部
）
へ
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
な
の
は
な

女
性
部
員
41
名
が
、「
レ

イ
ン
ボ
ー
体
操
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
会
場
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
参
加
さ
れ
、

楽
し
い
時
間
を
お
届
け
し

ま
し
た
。

防
犯
訓
練

防
犯
訓
練

万
が
一
に
備
え
、

万
が
一
に
備
え
、

Ｊ
Ａ
な
の
は
な

「
富
富
富
」平
成
30
年
産
検
討
会
及
び

平
成
31
年
産
生
産
者
募
集
説
明
会

「
富
富
富
」平
成
30
年
産
検
討
会
及
び

平
成
31
年
産
生
産
者
募
集
説
明
会

第65回

富
山
県

女
性
大
会

富
山
県

女
性
大
会

説明会の様子
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犯人の要求に対応する坪島支店長

左　水野洋子さん（中野支部）「レインボー体操」を披露



子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て

　シ
リ
ー
ズ
①

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て

　シ
リ
ー
ズ
①

「
子
ど
も
た
ち
の

　不
登
校
に
つ
い
て
」

「
子
ど
も
た
ち
の

　不
登
校
に
つ
い
て
」

　
近
年
、
子
ど
も
の
不
登
校
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
か
つ
て
登
校
拒
否
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
行
き
た
い
け
れ
ど
行
け
な
い
子
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、
不
登
校
と
い
う
状

況
を
示
す
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
が
２
０
１
８
年
２
月

に
公
表
し
た
調
査
で
は
、
年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
不
登
校
の
子
ど
も
は
、
全
国
の
国

公
立
私
立
小
中
学
校
合
わ
せ
て
13
万
３
６
８
３
人
に
上
り
４
年
連
続
で
増
加
し
ま
し

た
。
不
登
校
の
要
因
は
、
小
学
生
で
は
「
家
庭
に
関
わ
る
状
況
」
が
53.3
％
と
過
半
数
を

超
え
、「
い
じ
め
」
は
0.7
％
、「
い
じ
め
を
除
く
友
人
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
」
が
18.8
％
で

し
た
。
中
学
生
に
な
る
と
「
家
庭
」
要
因
は
28.9
％
、「
い
じ
め
」
0.5
％
、「
い
じ
め
を
除

く
友
人
関
係
」
27.2
％
と
な
り
、
学
校
で
の
人
間
関
係
が
よ
り
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
親
や
大
人
た
ち
に
悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
は
不
登
校
に
な
る
前
に
、
頭
痛
、
腹
痛
、
発
熱
、
朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ

な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、
人
の
目
が
気
に
な
る
な
ど
体
や
心
の
症
状
を
慢
性
的
に
訴
え
ま

す
（
前
駆
症
状
）。
親
は
怠
け
や
意
気
地
な
し
と
叱
咤
激
励
し
、
そ
の
程
度
な
ら
頑
張
っ

て
学
校
へ
行
け
と
背
中
を
押
し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
症
状
が
変
化
・
悪
化
し
て
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
検
査
を
し
て
も
体
の
異
常
が
な
い
の
で
大
丈
夫
だ
と
太

鼓
判
を
押
さ
れ
る
と
、
親
は
「
病
気
で
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
誤
解
し
「
学
校
へ
行
き

な
さ
い
」
と
き
つ
く
言
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
体
の
病
気
と
は
異
な
る
不
登
校
は
原
因

探
し
を
し
て
も
無
駄
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
の
特
性
・
気
質
、
療
育
、
家
族
関
係
（
親
子

関
係
、
夫
婦
仲
な
ど
）、
学
校
で
の
人
間
関
係
（
友
達
、
教
師
と
の
相
性
、
最
近
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
も
多
い
）
な
ど
様
々
な
要
因
が
絡
ん
で
い
つ
の
間
に
か
学
校
へ
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
前
述
の
前
駆
症
状
は
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
す
。
不
登
校
に

な
る
前
に
、
疑
わ
し
い
場
合
は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

窪田　博道 

厚生連高岡病院
小児科診療部長

　

平
成
三
十
年
度
「
な
の
は
な
農
協
女
性
大
学
校
」
の

閉
校
式
が
十
二
月
十
八
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
受
講
申
込
者
１
２
６
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
商
品
研
修
と
し
て
伊
那
食
品
の
北
林
さ

ん
よ
り
今
年
度
の
共
同
購
入
一
斉
品
目
新
商
品
の
「
糸

寒
天
」
を
試
食
も
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
話
を
も
と
に
映
画
化
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑

賞
会
を
行
い
、
改
め
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
意
味
を

考
え
さ
せ
ら
れ
、
次
世
代
へ
の
食
農
教
育
推
進
や
食
文

化
の
伝
承
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
五
、十
六
日
の
両
日
、
千

葉
県
浦
安
市
に
て
第
５
回
Ｊ
Ａ
窓
口
担

当
者
交
流
大
会
が
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か

ら
は
北
部
支
店
の
加
藤
沙
織
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
信
用
事
業
の
第
一
線
で

活
躍
し
、
日
頃
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て

い
る
Ｊ
Ａ
の
窓
口
担
当
者
１
３
４
人
が

一
堂
に
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
窓

口
セ
ー
ル
ス
ス
キ
ル
の
向
上
や
県
・
Ｊ

Ａ
の
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
図
り
ま
し
た
。

女
性
大
学
校

閉
校
式
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
女
性
大
学
校

閉
校
式
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｊ
Ａ
窓
口
担
当
者

交
流
大
会

Ｊ
Ａ
窓
口
担
当
者

交
流
大
会

商品研修（伊那食品・北林さん）

加藤沙織職員（北部支店）
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平成29年産出荷契約米最終精算� （単位：円／60㎏俵・税込）

種類 銘柄 等級
概算金

1
追加概算金

２
仮精算金

３
本精算金

４
合　計

５

Ｈ28年産
最終精算

６

前年比
５−６

うるち米

コシヒカリ
１等 12,500 1,000 312 198 14,010 13,108 902
２等 11,500 1,000 664 198 13,362 12,460 902
３等 10,500 1,000 584 198 12,282 11,380 902

てんたかく
てんこもり

１等 11,200 500 598 228 12,526 11,796 730
２等 10,200 500 950 228 11,878 11,148 730
３等 9,200 500 870 228 10,798 10,068 730

その他
１等 10,700 500 558 228 11,986 11,256 730
２等 9,700 500 910 228 11,338 10,608 730
３等 8700 500 830 228 10,258 9528 730

もち米

新大正糯
１等 13,000 － － 1,696 14,696 14,354 342
２等 12,400 － － 1,648 14,048 13,706 342
３等 11,400 － － 1,568 12,968 12,626 342

その他
１等 12,200 － － 1,416 13,616 13,274 342
２等 11,600 － － 1,368 12,968 12,626 342
３等 10,600 － － 1,288 11,888 11,546 342

精算金は、平成30年12月25日（火）にお支払い致しました。

平成30年産出荷契約米追加概算金� （単位：円／60㎏俵・税込）

種類 銘柄 等級 概算金 追加概算金 合　計
（参考）Ｈ29年産

概算金 追加概算金 合　計

うるち米

コシヒカリ
１等 13,000 600 13,600 12,500 1,000 13,500
２等 12,000 600 12,600 11,500 1,000 12,500
３等 11,000 600 11,600 10,500 1,000 11,500

てんたかく
てんこもり

１等 11,700 600 12,300 11,200 500 11,700
２等 10,700 600 11,300 10,200 500 10,700
３等 9,700 600 10,300 9,200 500 9,700

富富富
１等 14,500 600 15,100 － － －
２等 13,500 600 14,100 － － －
３等 12,500 600 13,100 － － －

その他
１等 11,200 600 11,800 10,700 500 11,200
２等 10,200 600 10,800 9,700 500 10,200
３等 9200 600 9,800 8700 500 9,200

精算金は、平成30年12月21日（金）にお支払い致しました。

平成29年産出荷契約大豆最終精算� （単位：円／60㎏個・税込）

銘柄 粒別 等級
概算金

1  
本精算金

２
合　計

3

Ｈ28年産
最終精算

４

前年比
３−４

エンレイ
大粒 特定加工 4,080 3,092 7,172 7,854 −682
中粒 特定加工 4,080 2,610 6,690 7,650 −960
小粒 特定加工 4,080 2,368 6,448 6,840 −392

オオツル
大粒 特定加工 4,080 2,980 7,060 7,590 −530
中粒 特定加工 4,080 2,498 6,578 7,392 −814
小粒 特定加工 4,080 2,256 6,336 6,576 −240

シュウレイ
大粒

３等 4,320 2,702 7,022 7,830 −808
特定加工 4,080 2,702 6,782 7,590 −808

中粒 特定加工 4,080 2,220 6,300 7,386 −1,086
小粒 特定加工 4,080 1,978 6,058 6,570 −512

精算金は、平成30年12月26日（水）にお支払い致しました。

平成29年産加工用米最終精算� （単位：円／60㎏俵・税込）

種類 銘柄 等級
概算金

1
本精算金

２
合　計

３

Ｈ28年産
最終精算

４

前年比
３−４

うるち米 全銘柄
１等 7,700 960 8,660 8,104 556
２等 7,100 960 8,060 7,504 556
３等 6,100 960 7,060 6,504 556

精算金は、平成30年12月25日（火）にお支払い致しました。
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営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

　昨年はうるち米１等比率95％以上を目標に品質向上に取り組んできた結果、
平成30年12月13日現在で、うるち米１等比率は95.1％と目標を達成しました。
　ただし、１穂着粒数が過剰で心白粒や乳白粒が多発したり、一部で斑点米や胴割米
で格下げした出荷米がありました。本年も引き続き「１等比率95％以上」を確保で
きるよう、次の５つを重点対策技術として取り組みましょう。

　管内の土壌は全体的にカリや珪酸が不足しています。
　安定的に品質の高い米を生産するために、土づくりを毎年継続して行いましょう。

１． 土づくりの実施土づくりの実施土づくりの実施土づくりの実施

　苗質の良否は、活着や初期生育及び穂数の確保に大きな
影響を及ぼすことから、健苗を田植えすることが重要です。
　老化苗防止のため、育苗日数は20日間を目安とし、育
苗ハウスの十分な換気に努めましょう。

2．健苗の育成と適正な田植え健苗の育成と適正な田植え健苗の育成と適正な田植え健苗の育成と適正な田植え

　昨年は、中干しの開始の遅れで過剰生育になったほ場や、出穂前に葉色が低下したほ場がありました。
下記により適正な生育へ誘導しましょう。
◆土壌に応じた基肥の確実な施用
　（肥効調節型肥料の適正量施用）

◆溝掘りの確実な実施
◆田植後１か月までの中干しの徹底
◆追加穂肥（出穂前の葉色が淡い場合）
◆出穂後20日間の湛水管理の徹底
◆刈取５～７日前までの間断かん水の徹底

3．稲体活力の維持稲体活力の維持稲体活力の維持稲体活力の維持

　刈取適期表示板等を参考に適期刈取しましょう。また、乾燥調製作業前に点検調整を行いましょう。

5．適期刈取と乾燥調製適期刈取と乾燥調製適期刈取と乾燥調製適期刈取と乾燥調製

水稲重点技術対策について

なのはな米1等比率
95％以上を継続!！
なのはな米1等比率
95％以上を継続!！

平成　
31年産

　昨年も斑点米カメムシ類の発生が多く、一部のほ場で斑点米が発生しています。
　引き続き、草刈りと適正な防除を徹底し、斑点米防止に努めましょう。

4．病害虫防除の徹底病害虫防除の徹底病害虫防除の徹底病害虫防除の徹底

※なのはな米品質向上対策
事業(資材支援事業)で、
珪酸質資材及び有機質資
材の施用に対し、10a当
たり400円以内の助成を
行っています。

◆珪酸質資材・含鉄資材（ごま葉枯病抑制）、　
カリ資材の積極的な施用
◆有機質資材（発酵鶏糞）等の堆肥の施用
◆緑肥作物のすき込み
　（ヘアリ－ベッチ、クロタラリア等）

土づくりのポイント

◆コシヒカリの田植作業は5月15日を中心に
◆栽植密度70株／坪の励行
◆除草剤の適正使用による薬害の回避

田植えのポイント

◆７月上旬までにほ場周辺（畦畔・雑草地）の草刈りを徹底
◆本田防除として、穂揃期と傾穂期にカメムシ防除を２回実施（全品種）

カメムシ防除のポイント

◆適期刈取による青米、胴割米の発生防止
◆籾混入、肌ずれ米防止のための事前点検

刈取りと乾燥調製のポイント

（1）カメムシ対策

　近年、紋枯病の発生が増加し、一部では登熟低下によって減収の要因となっています。紋枯病に登録
がある苗箱施薬剤を散布し、発生を予防しましょう。
　また、前年に紋枯病が発生したほ場では、次の年に多発する恐れがあります。ほ場での発生状況を確認し、
適期に追加防除を行いましょう。

（2）紋枯病対策

本年も農協から営農技術情報、営農情報メ－ル、作業指示看板等により
迅速に栽培情報をお伝えします。

※5月15日田植え 6月5日頃
（軽い田干し開始後

1週間頃）
（田植え後3週間頃）

軽い田干し開始
浅水管理 溝掘り ➡ 中干し開始

12日頃

水管理を効率よくするため、
必ず溝を掘りましょう！！

100

80

60

40

20

0
10

H22
H21
H20

15 20 25 30 35 40

育苗日数（日）

初
期
分
げ
つ
発
生
率（
％
）

育苗日数が20日間を超えると
初期分げつの発生が低下
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営
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営
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営

　農

　情

　報

　昨年はうるち米１等比率95％以上を目標に品質向上に取り組んできた結果、
平成30年12月13日現在で、うるち米１等比率は95.1％と目標を達成しました。
　ただし、１穂着粒数が過剰で心白粒や乳白粒が多発したり、一部で斑点米や胴割米
で格下げした出荷米がありました。本年も引き続き「１等比率95％以上」を確保で
きるよう、次の５つを重点対策技術として取り組みましょう。

　管内の土壌は全体的にカリや珪酸が不足しています。
　安定的に品質の高い米を生産するために、土づくりを毎年継続して行いましょう。

１． 土づくりの実施土づくりの実施土づくりの実施土づくりの実施

　苗質の良否は、活着や初期生育及び穂数の確保に大きな
影響を及ぼすことから、健苗を田植えすることが重要です。
　老化苗防止のため、育苗日数は20日間を目安とし、育
苗ハウスの十分な換気に努めましょう。

2．健苗の育成と適正な田植え健苗の育成と適正な田植え健苗の育成と適正な田植え健苗の育成と適正な田植え

　昨年は、中干しの開始の遅れで過剰生育になったほ場や、出穂前に葉色が低下したほ場がありました。
下記により適正な生育へ誘導しましょう。
◆土壌に応じた基肥の確実な施用
　（肥効調節型肥料の適正量施用）

◆溝掘りの確実な実施
◆田植後１か月までの中干しの徹底
◆追加穂肥（出穂前の葉色が淡い場合）
◆出穂後20日間の湛水管理の徹底
◆刈取５～７日前までの間断かん水の徹底

3．稲体活力の維持稲体活力の維持稲体活力の維持稲体活力の維持

　刈取適期表示板等を参考に適期刈取しましょう。また、乾燥調製作業前に点検調整を行いましょう。

5．適期刈取と乾燥調製適期刈取と乾燥調製適期刈取と乾燥調製適期刈取と乾燥調製

水稲重点技術対策について

なのはな米1等比率
95％以上を継続!！
なのはな米1等比率
95％以上を継続!！

平成　
31年産

　昨年も斑点米カメムシ類の発生が多く、一部のほ場で斑点米が発生しています。
　引き続き、草刈りと適正な防除を徹底し、斑点米防止に努めましょう。

4．病害虫防除の徹底病害虫防除の徹底病害虫防除の徹底病害虫防除の徹底

※なのはな米品質向上対策
事業(資材支援事業)で、
珪酸質資材及び有機質資
材の施用に対し、10a当
たり400円以内の助成を
行っています。

◆珪酸質資材・含鉄資材（ごま葉枯病抑制）、　
カリ資材の積極的な施用
◆有機質資材（発酵鶏糞）等の堆肥の施用
◆緑肥作物のすき込み
　（ヘアリ－ベッチ、クロタラリア等）

土づくりのポイント

◆コシヒカリの田植作業は5月15日を中心に
◆栽植密度70株／坪の励行
◆除草剤の適正使用による薬害の回避

田植えのポイント

◆７月上旬までにほ場周辺（畦畔・雑草地）の草刈りを徹底
◆本田防除として、穂揃期と傾穂期にカメムシ防除を２回実施（全品種）

カメムシ防除のポイント

◆適期刈取による青米、胴割米の発生防止
◆籾混入、肌ずれ米防止のための事前点検

刈取りと乾燥調製のポイント

（1）カメムシ対策

　近年、紋枯病の発生が増加し、一部では登熟低下によって減収の要因となっています。紋枯病に登録
がある苗箱施薬剤を散布し、発生を予防しましょう。
　また、前年に紋枯病が発生したほ場では、次の年に多発する恐れがあります。ほ場での発生状況を確認し、
適期に追加防除を行いましょう。

（2）紋枯病対策

本年も農協から営農技術情報、営農情報メ－ル、作業指示看板等により
迅速に栽培情報をお伝えします。

※5月15日田植え 6月5日頃
（軽い田干し開始後

1週間頃）
（田植え後3週間頃）

軽い田干し開始
浅水管理 溝掘り ➡ 中干し開始

12日頃

水管理を効率よくするため、
必ず溝を掘りましょう！！

100

80
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40

20

0
10

H22
H21
H20

15 20 25 30 35 40

育苗日数（日）

初
期
分
げ
つ
発
生
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％
）

育苗日数が20日間を超えると
初期分げつの発生が低下
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・
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。
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・
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。
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・
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・
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確
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・
ほ
ほ
う
。
今
年
の
熊
さ
ん
は
正
月
か

ら
意
気
込
み
が
違
う
の
〜
。
ど
ん
な
申
告
書
を

作
る
の
か
ね
。

熊
さ
ん
・
・
所
得
税
の
申
告
書
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
た
し
か
に
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
な
ら
24
時
間
で
き
る
し
、
自
動
で

計
算
し
て
く
れ
る
か
ら
、
計
算
間
違
い
も
な
く

て
よ
い
か
ら
の
う
。
そ
れ
に
事
前
に
税
務
署
で

Ｉ
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ォ
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熊
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─
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書
等
　
　

作
成
コ
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ナ
ー
で
！
─

富山税務署からのお知らせ 問い合わせ　富山税務署　432－4191
※ガイダンスに従って、番号をプッシュしてください。

【確定申告会場のお知らせ】
平成30年分の確定申告会場は、地鉄ビル５階（中央郵便局向かい）です。
開設期間：２月18日（月）～３月15日（金）の平日　受付時間：９時～16時
※２月24日及び３月３日の日曜日は、申告相談を行います。
※富山税務署庁舎内には申告相談会場を設けていません。
※会場の混雑状況により、16時前であっても受付を終了する場合があります。
※会場には無料駐車場はありません。

※確定申告をする必要のある方が期限内に申告・納税をしなかった場合、後で不足の税金を納めていただくだけでなく、加算税や延滞税を納めていただく場合がありますのでご注意ください。

【申告書提出期限と納期限・振替日】
　納付は、安全確実な振替納税が大変便利です。１月から、ＱＲコードを利用したコンビニ納付手続も開始しています。

【確定申告書の作成は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で！】
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、パソコン画面の案内に従って金額などを入力するこ
とにより、税額などが自動的に計算され、所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税（個人）、贈与税の申
告書や青色申告決算書などが作成できます。
　また、事前に税務署でＩＤ・パスワードを取得すれば、マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタをお持ちで
ない方でも、パソコン、スマートフォンやタブレットを利用して申告書データを作成し、そのままe-Taxで送信（申告）
することができます。

【ID・パスワードの取得について】
　IDとパスワードはお近くの税務署で即時取得できます。運転免許証などの本人確認書類をお持ちください。

詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください。

富山駅
JR北陸新幹線

富山城址公園富山城址公園富山税務署富山税務署

中央郵便局中央郵便局

あいの風富山鉄道

●

富山県庁富山県庁
●

●

●

確定申告会場

富山地鉄ビル

所得税及び復興特別所得税
消費税及び地方消費税

贈与税

申告書の提出期限
３月15日（金）
４月１日（月）
３月15日（金）

納期限（納付書で納付する場合）
３月15日（金）
４月１日（月）
３月15日（金）

振替日（振替納税の場合）
４月22日（月）
４月24日（水）
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知識の泉・豊かな心とくらしに「家の光図書」おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

「
お
菓
子
は
甘
い
も
の
」と
い
う
常
識
を
覆
す
、

新
感
覚
の
お
菓
子
レ
シ
ピ
。
ギ
リ
ギ
リ
の
甘

さ
で
仕
上
げ
る
こ
と
で
、
素
材
の
良
さ
が
際

立
つ
大
人
の
ス
イ
ー
ツ
。

自
宅
で
居
酒
屋
気
分
が
味
わ
え
る
、
お
酒
が

主
役
の
お
つ
ま
み
本
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
お

つ
ま
み
横
丁
』
の
著
者
に
よ
る
待
望
の
新
作
。

火
を
使
わ
ず
に
す
ぐ
で
き
る
も
の
か
ら
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
お
か
ず
に
も
な
る
お
つ
ま

み
ま
で
、
１
６
８
品
掲
載
。

相
続
が〝
争
続
〞に
な
る
の
は
、
人
間
関
係
の

こ
じ
れ
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。

「
遺
産
分
割
協
議
の
モ
メ
な
い
進
め
方
の
ル
ー

ル
」
を
、
１
，０
０
０
件
を
越
え
る
相
談
案
件

に
立
ち
会
っ
て
き
た
プ
ロ
が
、
具
体
例
を
交

え
て
詳
し
く
解
説
す
る
。

定価：1,400円＋税定価：1,500円＋税

あまくないから おいしいお菓子
ギリギリの甘さで仕上げる新しいおいしさ。

相続で絶対モメない遺産分割のコツ
言葉・空気・場の読みまちがいが命取り！

つまみでおかず
居酒屋気分で酒の肴
定価：1,200円＋税

おい
しく食べて

今日もスタ
ート

茨城県笠間市にあ
る「キッチン晴人
（ハレジン）」のオーナーシェフ・永井
智一さんに、元気が湧いてくる朝ご飯
を教えていただきます。

永井智一
（ながい・ともかず）

材料（4人分） 作り方
レシピ2 切り干し大根とミツバのおひたし

レシピ1 根菜とミツバのおかゆ

切り干し大根…30g
ミツバ…1束
かつお節…適宜
だし汁
　かつおだし…1と1/2カップ
　薄口しょうゆ…大さじ1
　みりん…大さじ1
　塩…小さじ1/2

❶切り干し大根を水で戻し、固く
絞っておく。ミツバは1cm幅に切
る。

❷だし汁を沸かし、切り干し大根を
入れて弱火で10分煮て冷ましてお
く。

❸ボウルに切り干し大根とミツバを
入れて混ぜ合わせ、器に盛りだし
汁を適量張り、かつお節を散らし
て出来上がり。

米…1/2カップ
水…3と1/2カップ（7倍量）
ごま油…大さじ1/2
ダイコン…1/8本（短冊に切り
下ゆでする）
カブ…1個（1/8に切り下ゆで
する）
ミツバ…1/2束
塩…適宜

❶米をとぎ、ざるにあげ20分置いた
後、ごま油を絡めておく。

❷手鍋に水と❶を入れ中火にかけ沸
騰したら弱火にしてコトコト炊い
ていく。

❸炊いていく途中で、ダイコンとカ
ブを入れ塩で味を調え、刻んだミ
ツバを散らして出来上がり。

材料（4人分） 作り方

ポイント
炊き上がりまでの時間の
目安は20～30分

レシピ2

レシピ1

ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
が
あ
れ
ば
、
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
申

告
書
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
や
ん

す
か
。
そ
れ
に
、
自
分
で
作
っ
た
申
告
書
を
印

刷
し
て
税
務
署
に
郵
送
す
る
の
で
な
く
ｅ

−

Ｔ

ａ
ｘ
で
そ
の
ま
ま
送
信
（
申
告
）
で
き
る
ん
で

や
ん
す
ね
。

　

で
も
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
は
別
に
提

出
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ
ね
？

御
隠
居
・
・
書
面
で
作
成
（
印
刷
）
さ
れ
た
確
定

申
告
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
添
付
書

類
や
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必
要
な

ん
じ
ゃ
が
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
送
信
（
申

告
）
す
る
場
合
は
添
付
書
類
は
自
宅
で
保
管
し

て
お
け
ば
よ
く
、
申
告
の
と
き
に
提
出
す
る
必

要
は
な
い
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
あ
と
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
忘

れ
ず
に
す
れ
ば
い
い
ん
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
・
・
そ
の
通
り
じ
ゃ
な
。
こ
ち
ら
も
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
送
信（
申
告
）す
る
場
合
は

本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
提
出
は
不
要
じ
ゃ
よ
。

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
使
い
方

に
つ
い
て
は
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（0570

−01

−5901

）、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（0120

−95

−

0178

）
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
ぞ
。
ま
た
、

確
定
申
告
に
関
す
る
一
般
的
な
質
問
な
ど
は
、

１
月
17
日
か
ら
３
月
15
日
の
期
間
中
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
電
話
し
て
、
自
動
音
声
案
内
に
従

い
「
０
」
を
選
択
す
る
と
「
確
定
申
告
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
る
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
分
か
ら
な
い
こ
と
を
電
話
で
質
問
で

き
る
な
ら
安
心
で
や
ん
す
ね
。
で
は
早
速
、
う

ち
へ
帰
っ
て
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
自
動
計
算
！
」
と
し
ゃ
れ
て
み
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
、
こ
れ
、
待
ち
な
さ
い
。
お

年
玉
を
忘
れ
て
お
る
ぞ
！
や
れ
や
れ
、
今
年
も

先
が
思
い
や
ら
れ
る
の
う
。�

（
富
山
税
務
署
）

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

（答は13Ｐ）　　　

まちがいさがしまま
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紅
白
の
花
が
縁
起
物
と
し
、
お
正
月
用
の
花

と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
ハ
ボ
タ
ン
、
そ
の
ハ
ボ

タ
ン
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
十
二

月
十
八
日
、
中
部
支
店
管
内
の
塚
本
清
信
さ
ん

の
お
宅
で
収
穫
及
び
調
整
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
七
月
上
旬
に
定
植
さ
れ
た
ハ
ボ
タ
ン
、

今
年
は
十
一
月
の
平
均
気
温
が
高
か
っ
た
た
め

色
付
き
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月

中
旬
か
ら
気
温
も
下
が
り
収
穫
時
に
は
色
付
き

の
良
い
ハ
ボ
タ
ン
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
塚
本

さ
ん
の
お
宅
で
は
、
十
二
月
二
十
日
か
ら
出
荷

が
始
ま
り
、
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
当
Ｊ
Ａ

管
内
か
ら
出
荷
さ
れ
る
約
４
０
０
０
本
の
ハ
ボ

タ
ン
の
内
、
約
１
８
０
０
本
が
出
荷
さ
れ
ま
す
。

「
ハ
ボ
タ
ン
」
出
荷

最
盛
期
を
迎
え
る

「
ハ
ボ
タ
ン
」
出
荷

最
盛
期
を
迎
え
る

　

女
性
部
で
は
十
一
月
二
十
八
日

に
水
橋
支
部
（
金
木
洋
子
支
部
長
）、

十
一
月
三
十
日
に
北
部
支
部
（
中
村

範
子
支
部
長
）
十
二
月
四
日
に
呉

羽
支
部
（
谷
井
悦
子
支
部
長
）
に
て
、

お
も
て
な
し
料
理
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

簡
単
に
出
来
る
お
正
月
の
お
も
て

な
し
料
理
と
し
て
「
伊
達
巻
き
」「
豚

肉
と
サ
ケ
の
昆
布
巻
き
」や「
牛
肉
の

ゆ
ず
こ
し
ょ
う
漬
け
」
な
ど
、
全
部
で

６
品
を
作
り
ま
し
た
。
お
正
月
だ
け
で

は
な
く
普
段
の
夕
食
や
お
弁
当
に
も

活
用
で
き
る
内
容
で
、「
早
速
、
家
で

や
っ
て
み
よ
う
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
食
農
教
育
の
一
環
と
若
い
世
代
と
の
交
流

を
図
ろ
う
と
、「
親
子
＆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
会
合
同
も
ち

つ
き
大
会
」
を
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
内
で
十
二
月
十
五
日
開
催

し
、
管
内
の
親
子
と
青
年
部
・
女
性
部
約
50
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、昔
な
が
ら
の
臼
と
杵
を
使
っ
て「
よ
い
し
ょ
！
」

と
か
け
声
を
あ
げ
、
蒸
し
た
も
ち
米
か
ら
お
餅
が
出
来
る
ま

で
を
体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
、
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。
試
食

会
で
は
、
管
内
で
と
れ
た
大
根
を
使
っ
た
お
ろ
し
餅
や
定
番

の
あ
ん
こ
や
き
な
粉
の
他
に
、
甘
酒
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど

の
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
も
登
場

し
、
参
加
者
は
「
す
ご
く
美

味
し
い
」「
お
か
わ
り
～
」

と
笑
顔
で
頬
張
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
西
野
和
弘
青
年

部
長
に
よ
る
ク
レ
ー
ン
車
の

試
乗
体
験
会
も
あ
り
、
子
供

達
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

合同親
子
＆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
会

親
子
＆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
会

も
ち
つ
き
大
会

も
ち
つ
き
大
会

ハボタンの収穫

「よいしょ！」

クレーン車の試乗体験会

お
も
て
な
し

料
理
講
習
会
！

お
も
て
な
し

料
理
講
習
会
！呉羽

支部
呉羽
支部

水橋
支部
水橋
支部

北部
支部
北部
支部
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カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 火 元日

2 水

3 木

4 金 為替業務のみ取扱い（本店・10支店）
臨時営業（豊田・呉羽給油所）8：30～17：00

5 土 初売り（農産物直売所）

6 日

7 月 定休日（農産物直売所）
仕事始め

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月 成人の日
定休日（農産物直売所）

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月 定休日（農産物直売所）

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月 定休日（農産物直売所）

29 火 いきいきサロン（高木）

30 水

31 木 ウインターキャンペーン最終日

まちがいさがしまま
答え

４…髪飾りの形が違
う

５…犬の目線が違う

７…箸が長い

10…「祝い」の飾りが
ある

12…杯の数が減って
いる

12. 14 アグリチャレンジ（～ 15日)
 25 役員会
 26 支店長会議

JA日誌JA日誌

役員会報告　12月25日（火） 開催

JAなのはな概況　（11月30日現在）

◆付議事項
　・共済規程の一部変更について
　・国民年金基金の事務委託に関する覚書の再締結について
　・出資金の減額について

◆報告事項
　・第３四半期末仮決算結果について
　・11月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
　・貸出について
　・理事との契約について
　・苦情等受付報告について（第３四半期）
　・事務ミス等の報告について（第３四半期）
　・自主検査結果の報告について（第３四半期）
　・コンプライアンスプログラム進捗状況について（第３四半期）
　・内部監査結果について
　・平成30年産農協直売米共同計算の重要事項について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

５，４４２人
５，５０３人

１２５９億５８４９万円
１０９１億４５２０万円
１５３億１０７９万円
２５８１億３２４５万円
３７億６５０５万円
２６億２２０４万円

　キジ目キジ科ライチョウ属の鳥。全長37センチくらい。
尾は長くなく、丸い体つきで、あまり飛ばない。羽色は
夏は褐色、冬は白色になり、雄では目の上に赤い裸出部
がある。ユーラシア・アメリカの北部に分布。日本では
中部地方の高山に生息し特別天然記念物。

表紙説明《雷鳥（ライチョウ）》
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「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
旬
の
農
産
物
や
切
り
花

な
ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の

方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

　員

募
集
中

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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良
い
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年
を
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迎
え
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さい
ま
せ
。
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い
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年
を
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迎
え
下
さい
ま
せ
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良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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い
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年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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い
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年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
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良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
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せ
。

良
い
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年
を
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迎
え
下
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せ
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い
お
年
を
お
迎
え
下
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ま
せ
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い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。
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い
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年
を
お
迎
え
下
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せ
。

良
い
お
年
を
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迎
え
下
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ま
せ
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い
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を
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迎
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せ
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迎
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迎
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迎
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迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
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迎
え
下
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せ
。
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い
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を
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迎
え
下
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せ
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い
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を
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迎
え
下
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せ
。

良
い
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年
を
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迎
え
下
さい
ま
せ
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い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さい
ま
せ
。

農家の漬物
（管内全域

）

干しいも
（茨城産）

農協味噌

たくあん漬け、はくさい漬け、大根の酢
漬け、粕漬けなどそれぞれの家庭のお
ふくろの味が楽しめます。個性豊かなバ
ラエティーに富んだ漬物をどうぞ。

茨城県ひたちなか市砂押さんが天日干
しにより一枚一枚手作りで生産している
こだわりの逸品です。今年も好評販売中
です（二月中旬まで販売予定）サツマ
イモの品種はベニハルカです。

なのはな農協管内の大豆とお米を使用、保存料や
食品添加物は一切使用していない、安全･安心な
お味噌です。

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

　

 

耳
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り
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【お問い合わせ先】富山五福ショッピングセンターアリス１階　JAなのはな旅行センター　電話076（439）3336

与那国島・
宮古島

     

耳
よ
り
情
報
局

宮古島宮古島
与那国島・与那国島・与那国島・
宮古島 3日間

日　本
最西端
与那国島・与那国島・与那国島・

フジドリーム
エアライン

ズ

FDAチャ
ーターで行

く！

※チャーター便のスケジュールにより、日程が変更になる場合がございます。
※後日改めて集合・解散地（および時間）をお知らせします。

旅行実施日 平成
31年 月3 20日～

183,000円
水 22日金

旅行代金 大人お一人様
2名1室利用

添 乗 員 同行します 食事条件 朝2回／昼3回／夕2回 ※お弁当含む

利用予定航空会社 FDA フジドリームエアラインズ

利用ホテル 1泊目：与那国島　アイランドホテル与那国　2泊目：宮古島　ホテルブリーズベイ・マリーナ

利用予定バス会社 最西端観光バス・八千代観光バス

最小催行人員60名様
78名様
募集人員

ツアーのポイント
通常4日間～5日間のコースを3日間でご案内をいたします。
団体では行きにくい与那国島と人気の宮古島を組み合わせいたしました。

1
2
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